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  Tel＆Fax   043-292-5209 
  事務局長  熊谷 勝弘 
 

故 日野原重明先生 

市川市中山法華経寺骨董市  秋日和の中山法華経寺祖師堂周りにおよそ 100店ほどの骨董市の露店が出店。
この骨董市は 4月の「千都会（せんぶえ）」、11月の「お会式（おえしき）」に合わせて開催される。 
2019 年は 4月15日～18日、11月 15日～18日に開かれた。写真提供 大崎豊太郎様（市川市 当会会員） 
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二
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会
長 

植
村
研
一 

  

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

「
い
き
い
き
ラ
イ
フ
千
葉
」
の
今
年
の
活
動
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご
希

望
に
合
致
す
る
よ
う
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
率
直
な
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
身
体
の
み
な
ら
ず
、
脳
や
心
の
健
康

増
進
に
役
立
つ
よ
う
な
企
画
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
手
遅
れ
の
癌
死
を
避

け
る
に
は
、
最
低
年
２
回
の
「
胃
カ
メ
ラ
と
大
腸
鏡
検
査
」
を
含
め
た
「
人

間
ド
ッ
ク
」
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。
私
自
身
、
半
年
毎
の
人
間
ド
ッ
ク
の

お
陰
で
、
２
０
０
７
年
１
２
月
に
死
亡
率
の
極
め
て
高
い
最
悪
性
の
「
ス

キ
ル
ス
胃
癌
」
を
超
早
期
に
発
見
し
て
も
ら
い
胃
切
除
に
よ
っ
て
九
死
に

一
生
を
得
て
い
ま
す
。
癌
に
次
い
で
死
亡
率
の
高
い
心
筋
梗
塞
と
脳
卒
中

の
予
防
は
肥
満
解
消
（
私
は
３
ヶ
月
で
体
重
を
８
㎏
減
ら
せ
た
）、
早
朝
高

血
圧
（
１５０
/

９０
の
範
囲
内
）
の
予
防
と
治
療
が
必
要
で
す
。
日
本
人
の
多

く
は
１
日
に
１
５
ｇ
前
後
の
塩
分
を
摂
取
し
て
い
ま
す
が
、
体
重
１
０
㎏

に
つ
き
１
ｇ
以
上
の
塩
分
は
不
要
で
す
。
通
常
の
１
日
の
食
材
の
中
に
す

で
に
２
ｇ
の
塩
分
が
入
っ
て
い
ま
す
。 

 

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
は
「
脳
の
糖
尿
病
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
で
は
「
糖
尿
病
の
予
備
軍
」
は
診
断
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
の

で
、
か
か
り
つ
け
医
に
よ
る
精
査
が
必
須
で
す
。
簡
単
な
脳
外
科
手
術
で

治
る
認
知
症
も
あ
り
ま
す
。 

 
高
齢
者
の
一
人
静
か
な
暮
ら
し
は
認
知
症
へ
の
近
道
で
す
。 

「
い
き
い
き
ラ
イ
フ
千
葉
」
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
皆
と
歩
き
、

運
動
し
、
話
し
て
笑
っ
て
歌
っ
て
、
身
体
・
脳
・
心
を
い
き
い
き
と
さ
せ 

 
 

 

て
く
だ
さ
い
。 



ぶらり散策ぶらり散策 「市川市中山骨董市」
中山法華経寺境内

投稿 大崎豊太郎 （市川市）

秋日和の中山法華経寺祖師堂周りに、およそ１０
０店ほどの骨董市の露店が出店。この骨董市は、4
月の「千部会」と11月の「お会式」に合わせて開催
されます。（２０１９年は、４月１５～１８日と１１月１５～１
８日でした）

店先には、着物、宝飾品、家具、食器、彫刻、文房
具、本、玩具、電気製品など、様々な生活用品が所
狭しと並んでいます。

中には、タイムトンネルに迷い込んだような、世の中にこんなものがあるのか、あったのか～
と見入ってしまう品物も。
昭和３０年代の切符、尋常小学校用図画教科書、アサヒグラフ昭

和１２年、ペコちゃん人形、ﾂｲｷﾞｰ人形、蛇腹式写真撮影機、大型木
製ラジオ、「ガメラ」の箱入り模型、アンモナイト化石、半鐘、ビクタ
ーの犬、酒屋の前掛、袢纏、木の実（クルミ、松ぼっくり）、バルサン
噴霧器、街頭用鉄製看板等々。

日当たりの良い店先で端切れ屋の店主は、和ばさみで古着を
解きながらお客を待っていました。
その先では元気のいい女性グループが型紙を品定め中。
「おじさん、これいくら？」 「それは８００円です。」
「お願い。 もう一声！」 「う～ん、じゃあ９００円！」

周りに笑いが広がります。

かつて生活の中で使用し大切にしてきた品々が目の前に復活
し、見る者に過ぎし日々を思い起こさせます。つい目を止めてノ
スタルジーに浸ってしまう骨董市です。次は、４月中旬に開催され
ます。

ぶらり散策 投稿募集 地域は県内、文字数 500～ 600以内、写真２～３枚添付
送付先 事務局（会報表紙右上参照） インターネットでのメール送信可

km.kumagai@ipone.ne.jp

「
あ
な
た
の
重
ね
た
年
齢
を

賜
物
と
し
て
受
け
入
れ
、

そ
の
中
に
若
さ
を
注
ぎ
ま

し
ょ
う
」

日
野
原
重
明

☆
年
齢
と
い
う
器
☆

お知らせお知らせ
食事会 植村会長も参加

・日時 4月16日（木）
12:00～14:30

・場所 ホテルグリーンタワー幕張（上写真)
JR京葉線海浜幕張駅 南口徒歩5分

・集合 11:45 ホテル玄関ホール
・参加費 4,000円(ドリンク付) 予定

当日受付で支払い
・内容 歓談 ＋ カラオケ
・参加申込 下記担当世話人へ

担当世話人 福澤典子 047-377-1057

私
に
と
っ
て
年
齢
と
は
重
ね

る
も
の
で
は
な
く
、
年
齢
と
い

う
器
を
満
た
し
て
い
く
よ
う
な

感
覚
で
す
。

年
齢
と
い
う
大
き
な
器
を
、

若
々
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
に
し
な

が
ら
生
き
た
い
も
の
で
す
。

そ
れ
に
は
、
い
く
つ
に
な
っ

て
も
新
し
い
経
験
や
冒
険
に
挑

む
気
持
ち
を
持
ち
続
け
る
こ
と

で
す
。日

野
原
先
生
の

メ
ル
マ
ガ

よ
り
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紅葉したイチョウの木の下に並ぶ露店

品定めも楽しいひととき



  

  

 

 第２回 歴史探訪バスの旅  2019 年 11月 21日(木) 

 ヤマサ醤油 → 銚子ウオッセ → 犬吠埼灯台 → 芝山古墳・はにわ博物館    

        第 2回 歴史探訪バスの旅 
 11月 21日、当日は雲一つない晴天に恵まれ、朝は少
しこの時期にしては寒さを感じましたがいつよりも少し
早く８時に千葉駅を出発し、一路バスは銚子方面をめざし
進みましたが、途中道路が空いていて時間に余裕ができ飯
岡灯台に寄ることができ、この灯台は展望台を併設してい

て、おまけに雲一つない青空で最高の展望でした。 
 最初の見学場所はヤマサ醤油の工場見学です。醤油の歴
史を勉強することができました。醤油が紀伊半島から伝わ
ったルーツ、なぜそれが銚子なのか理解ができました。今
は世界中に日本の醸造品として醤油が輸出されています。 
 次は銚子ウオッセで買い物、昼食タイムです。１階は新
鮮魚介のお土産屋さんが軒をならべています。２階のレス
トランで自由昼食です。食後、犬吠埼灯台の見学に向かい
ました。灯台の周りをミニハイクし水平線の果てまで心い
くまで見学しました。 
 最後の見学場所は芝山古墳です。ここは成田空港の進入

路になっています。今回は併設の博物館を見学。縄文の時
代に遠くは埼玉県や市原市とも「はにわ」を通して交流が
あったことを知りました。 
 東金有料道路を経て千葉駅前に予定通り到着しました。 
              担当世話人 上田彦一 
  

ヤマサ醤油工場   
紀州で生まれた醤油づくり、1645 年創
業者濱口義兵衛が銚子へ持ち込む。銚子の
湿度の高い海洋性の気候と利根川、江戸川
で江戸との水運にも恵まれ発展した。 

ヤ
マ
サ
醤
油
大
樽
の
前
で 

犬吠埼灯台 
1874 年英国人の設計により
造られた、れんが造りの西洋型
第一等灯台で日本で 24 番目
に点灯された。高さ31.3ｍ。
日本の灯台50選に選定され、
国の登録有形文化財に登録さ
れている。 
（下）犬吠埼から太平洋を望む 

芝
山
古
墳
・
は
に
わ
博
物
館 

昭
和
六
十
三
年
に
開
館
し 

「
房
総
の
古
墳
と
は
に
わ
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
を 

行
な
っ
て
い
る
。 

は
に
わ
博
物
館
展
示
品

の
一
部
。
よ
ろ
い
か
ぶ

と
に
身
を
固
め
た
勇
ま

し
い
武
人
や
女
子
像
。

古
代
の
髪
形
や
服
装
を

良
く
表
し
て
い
る
。 

Ｐ３ 



  

 ８時４５分、集合地の千葉都市モノレール桜木駅
をガイドの本多さんの案内で今回メインの「加曾利
貝塚」へ出発。途中、懸垂型モノレールの営業距離
が世界最長（ギネスブック登録 15．2 ㎞）の説明
があった。約 10 分で「加曾利貝塚」到着。ここは
縄文時代の大型貝塚で、直径 140ｍで環状の北貝
塚と長径１９０ｍで馬蹄型の南貝塚が 
一部で重なり８字型しているのが特徴で 
国の特別史跡に指定されている。ここでは 
専門ガイドの田中さんに案内してもらう。 

博物館に入る前に縄文時代の火起こし実験 
を見る。以外に着火が早い。 
 

  
  

                
関流和算の系統では市内唯一のものであるとい
う。しばらく歩いて「ジャズ喫茶ＯＳＣＡＲ」、 
「千葉刑務所」を経由し最後の訪問地 
「大六天神社」を訪れる。神仏習合時代に 
第六天魔王を祀る神社として創建された。 

今回はここで終了とし残された「高品常夜灯」 
「高品城・等覚寺」について概要の説明があり 
12 時 35 分散会した。 
 天気も良く久し振りに歩いた会でした。 
          担当世話人 有村 長                                   

（上）加曾利貝塚入口 
(左）縄文時代の火越し実験 
         弓キリ式火越し 

 

令和元年度「第 3 回歩こう会」を終えて 

博物館内では土器、土偶、丸木舟等から当時の生
活を学ぶ。途中、発掘現場を見ながら南貝塚と北
貝塚の貝断層を見学。ハマグリの大きさの違いが
面白い。約 2 時間たっぷりと古代史を学ぶ。 
 次に「桜木妙見宮」を経由し「千葉市営桜木霊
園」へ。著名人も眠り、数少ない煙突のある火葬
場として映画のロケにも使われているという。こ
こから 30 分歩いて「延命寺」へ出る。ここは真
言宗豊山派の寺で在銘算額（自作等の和算の問題
解法を絵馬状の額にして社寺に奉納したもの）は 

 巨大貝塚を造り上げた貝は、現在70種ほどが確認され、特
にイボキサゴの数は全体の 8割を占める。 右下 イボキサゴ       

 延
命
寺
の
算
額
の
写
し
。
□
は
判
読
で

き
な
い
文
字
の
部
分
。(

資
料
よ
り
） 

 

地域別活動 報告 
印西市、成田市、香取市，東庄町、銚子市、
旭市、匝瑳市、多古町、横芝光町、芝山町、
富里町、酒々井町、佐倉市、八街市、山武
市、東金市、九十九里町、大網白里町 
茂原市、白子町、長生村、一宮町 

新年会 日時  1 月 30 日(木) 11:30～13:30 
    集合  11:00 JR 千葉駅中央改札口 
    内容  会食、懇談、カラオケ  
    参加費 1,500 円    参加申込  B 地域担当 関戸裕子 080-1227-3166  

B 地域から    

 

第 3回歩こう会から   2019年 12月 5日（木）参加者 8名 

     日本最大級の加曾利貝塚と都賀エリアの歴史遺産を訪ねて 

  

E 地域から   市原市、長柄町、長南町、睦沢町、いすみ市、大多喜町、勝浦市、袖
ケ浦市、木更津市、君津市、富津市、鋸南町、南房総市、館山市 

令和元年 11 月 28 日（木）午後 1 時～3 時 場所 市原市青少年会館  
参加者 6 名 
 （情報交換）飲み物を飲みながら、各自の地域での活動状況を披露 
しました。自彊術・折り紙ボランティア等の苦労話に花が咲きました。 
                E 地域担当世話人 小野原勝男 
ti 
 

Ｐ４ 



その荘厳さ、スケール、
重厚さに圧倒される

日本画家

後藤純男の全貌後藤純男の全貌
会の合同鑑賞会で 熊谷勝弘（事務局）

昨年の１２月１２日(木) 千葉県立美術館で開催されてい
た令和元年度特別展、日本画家 「後藤純男の全貌」の鑑賞
会を植村研一会長ご夫妻をはじめ会員の皆さん､その友人
合同で実施しました。
後藤純男氏のご家族もご一緒に
後藤純男氏は亡くなられる前は奥様と共に日野原重明
記念「いきいきライフ 千葉」（旧名「新老人の会」千葉支部
当時から）の会員だったこともあり、当日は氏の奥様の後
藤絢子さん及び娘さんの後藤洋子さん：後藤純男美術館々
長・北海道）のおふた方ともご一緒でき、いろいろ作者・作品
について興味の湧くお話を伺うことができました。

迫る荘厳さ、スケール､重厚さ
今回多くの作品には長辺が２ｍ近いものや５ｍ

超など大作も多く展示されました。しかし大小に
かかわらず描かれている寺院、山・滝・古木の自然
の対象物等には一分の隙もありません。そして対
象物から醸し出される何とも言えない気配を伴っ
た荘厳さ､スケール、重厚さが否応なしに迫って
来たことです。一方でこれらが完成するまで、何
日も続ける気力の集中維持が、どれほど過酷なも
のであったかが想像出来ました。
日野原先生との深い交流
後藤氏が病気のときの主治医が日野原先生で
した。その後深い交流が続いたとの展示がありま
した。奥様よりそのことを大変感謝しいるという
ことを、直接お話を伺い印象的でした。

あとから来られた方もいましたので、３０名を超

えました。最前列中央 娘さんの後藤洋子さん。

その後ろ奥様の後藤絢子さん。

特別展 後藤純男の全貌のチラシ(表)
絵は「春映法隆寺」181.0 × 363.6cm

エフォル賞を受賞 阿部克行（千葉市）

新老人の会東京（コールバンダナ）と神奈川（コールアミカ）のコーラスグ
ループは、合同で（３４名）１１月7日（木）に「横浜みなとみらいホール」の大ホ
ールで行われた第25回ヴィサン≪人生百歳≫inよこはま合唱祭に参加しま
した。
出演３５団体の中で当団体はエフォル賞（フランス語で努力の意味）を受

賞し講師の先生から大好評をいただきました。
いきいきライフ千葉からは植田和子さん（松戸市）永矢京子さん（佐

倉市）阿部克行（千葉市）の３人、他に東京会員の高橋宣子さん（流山
市）が参加しました。

注 Vie Cent（ヴィサン）：フランス語 人生 100 歳の意

第２５回

「ヴィサン《人生100歳》 ジョイント・コーラスフェスティバル」in よこはま

当日プログラム表紙
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人
種
隔
離
政
策
（
ア
パ
ル
ト

ヘ
イ
ト
）
を
廃
止
し
、
奴
隷
状
態

の
黒
人
を
解
放
し
た
南
ア
フ
リ

カ
初
の
黒
人
大
統
領
に
な
っ
た

マ
ン
デ
ラ
さ
ん
に
会
う
た
め
の

念
願
の
旅
行
が
、こ
の
年
に
な
っ

て
実
現
で
き
る
旅
で
し
た
。

終
戦
後
、
父
が
ラ
ン
プ
の
灯

で
読
み
聞
か
せ
て
く
れ
た
本

は
、
奴
隷
と
し
て
売
ら
れ
た
黒

人
の
子
ど
も
の
話
で
し
た
。

ア
ン
ク
ル
ト
ム
と
い
う
小
さ

な
子
ど
も
が
、
動
物
と
同
じ
よ

う
に
白
人
に
こ
き
使
わ
れ
、
と

て
も
悲
し
く
、
残
酷
な
人
生
を

過
ご
す
物
語
に
涙
し
て
、
夜
を

過
ご
し
た
重
た
い
歴
史
の
話
が

こ
の
年
に
な
っ
て
も
脳
裏
か
ら

消
え
ず
、い
つ
か
南
ア
フ
リ
カ
の

奴
隷
状
態
の
黒
人
を
解
放
し
て

下
さ
っ
た
大
統
領
の
マ
ン
デ
ラ

さ
ん
に
お
会
い
し
た
い
と
い
う

思
い
が
募
り
ま
し
た
。

成
田
か
ら
乗
り
継
ぎ
、
ヨ
ハ

ネ
ス
ブ
ル
グ
、
十
八
時
間
の
長

旅
。
夫
婦
の
方
八
名
、
女
性
の
み

四
名
の
計
十
二
名
が
元
気
に
旅

の
始
ま
り
で
す
。

ア
フ
リ
カ
の
空
港
で
出
迎
え

て
く
れ
た
の
は
、
銅
像
の

マ
ン
デ
ラ
さ
ん
で
し
た
。

そ
の
次
に
出
会
え
た
の
は
、

赤
ち
ゃ
ん
を
背
負
っ
た
黒
人
の

女
性
。
写
真
を
撮
っ
て
も
い
い
で

す
か
？
に
、
笑
顔
で
撮
っ
て
も
い

い
わ
よ
と
、
気
持
ち
よ
く
記
念

の
写
真
と
な
り
ま
し
た
。

外
で
は
旅
行
者
の
た
め
に
歌

と
踊
り
の
歓
迎
を
し
て
く
れ
る

黒
人
の
一
団
が
、
一
生
懸
命
私

た
ち
を
癒
や
し
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。

旅
の
開
始
は
、
こ
の
国
の
人

種
差
別
の
歴
史
上
大
切
な
黒
人

居
住
区
ソ
ウ
ェ
ト
で
、マ
ン
デ
ラ

ハ
ウ
ス
と
へ
ク
タ
ー
・
ピ
ー
タ
ー

ソ
ン
博
物
館
観
光
で
し
た
。

小
さ
な
家
の
中
は
生
ま
れ
育

っ
た
マ
ン
デ
ラ
さ
ん
の
大
統
領

に
な
ら
れ
た
記
念
写
真
等
、
沢

山
の
歴
史
物
語
が
あ
り
、
と
て

も
素
晴
ら
し
い
思
い
出
と
な
り

ま
し
た
。

外
に
は
沢
山
の
子
供
達
が
見

学

に

来

て

い

ま

し
た
。

子

供

達

の

笑

顔

が

一

番

印

象
に
残
り
ま
し
た
。

二
番
目
に
心
に
残
る
旅
の
思

い
出
は
、
動
物
園
で
は
見
る
こ

と
の
出
来
な
い
野
生
の
動
物
と

の
出
会
い
で
す
。
本
当
に
驚
く
ほ

ど
沢
山
の
象
や
キ
リ
ン
に
出
会

い

ま

し

た
。そ

れ

と
、
チ
ョ

ベ

川

の

夕

暮

れ

、
美

し
い

夕

日

は
こ

の

国
で

し
か
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
心

に
残
る
素
晴
ら
し
い
赤
い
夕
日

で
し
た
。

世
界
三
大
瀑
布
の
一
つ
、
ビ
ク

ト
リ
ア
の
滝
が
こ
の
時
期
最
高

に
水
量
が
多
く
、
美
し
い
虹
が

と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。

ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
乗
っ

て
滝
全
体
を

上
か
ら
見
る

こ
と
が
出
来

た
の
も
本
当

に
よ
か
っ
た

で
す
。

三
番
目
の
記
念
と
な
っ
た
の

は
、
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
で
過
ご
す

二
泊
三
日
、
寝
台
列
車
の
旅
で

し
た
。
ア
フ
リ
カ
で
最
高
の
豪
華

列
車
で
、
贅
沢
な
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
と
て
も
、
日
本
以
上
に

お
も
て
な
し
の
上
手
な
ア
フ
リ

カ
の
方
々
の
美
味
し
い
料
理
を

食
べ
な
が
ら
、
窓
か
ら
見
る
外

の
景
色
と
、
美
し
い
音
楽
や
ゲ

ー
ム
で
の
接
客
に
頭
が
下
が
り

ま
し
た
。

四
番
目
の
思
い
出
は
、
ブ
ル

ー
マ
ウ
ン
テ
ン
で
の
夜
景
観
賞

と
サ
イ
モ
ン
ズ
タ
ウ
ン
で
、
と

て
も
可
愛
ら
し
い
ペ
ン
ギ
ン
を

近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
遠

く
喜
望
峰
も
美
し
く
見
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

私
の
希
望
の
マ
ン
デ
ラ
さ
ん

に
会
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
ア

フ
リ
カ
が
と
て
も
日
本
人
に
対

し
て
礼
儀
正
し
く
笑
顔
が
美
し

く
印
象
深
か
っ
た
の
も
最
高
に

思
い
出
に
残
り
ま
し
た
。

い
ま
一
度
あ
の
懐
か
し
い
笑

顔
に
会
い
に
、
ア
フ
リ
カ
旅
行

に
元
気
で
行
こ
う
と
、
心
か
ら

思
う
八
十
三
歳
の
老
婆
の
願
い

で
す
。

１３日間、南アフリカを巡る
８３歳のばあさんの旅日記

投稿 竹田美鳥 (千葉市)

現地の運転手と仲よしに
左 筆者 右 妹：勝山月繪

ビクトリアの滝

笑顔のこどもたち

マンデラ大統領像

故マンデラ大統領

野生の象との出会い

右 筆者左 妹 勝山月繪
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 2017 年の日野原重明先生の書初めは「愛」でした。その年の 7 月 18 日

に永眠されました。105 歳、白衣のにこやかな立ち姿がお別れの写真でし

た。今でも大切に飾ってあります。暑い暑い夏の日でした。 

 混雑をさけ築地ステンドグラスの美しいあのチャペルでお別れをさせ

て頂きました。二十数年前、毎朝必ず出勤の時に立ち寄った懐かしい場所。 

日野原先生が敬愛なさったトイスラー博士の大きな写真が中央に飾られ

ていて、不思議なことにその日その日で表情が違って見えることでした。 

私は、聖路加が現代の医療に適応する新病院を作り、引っ越しをするとき

にその場に居させていただき、病院の引っ越しという 

大変な時を経験させて頂きました。  

 

       
           地下鉄サリン事件と遭遇 
           1 月に阪神大震災、3 月に地下鉄サリンと大きな事件 

        が続いた年でした。その時、同じ電車に乗り合わせて 

        おりましたが、私は幸いにも後部でしたので何も知 

        らず無事に病院に着き、少しして新しいチャペルは 

        災害対応になっていて緊急の場、大勢の人が次々と運 

            びこまれ持ち物は大きなビニール袋に入れられ、 

            ベッドは足りず廊下の長椅子の上に人が横たわって 

いる状態。病院中の点滴台を集めて使い、外来中止のアナウンス、自動ドア 

は全開のまま、運び込まれる人の身体についた異様な臭いが鼻を突きます。 

松本からの連絡が入り、ファックスでのコピーを夢中で配りました。 

        病院全体、動ける人が皆走りました。 

         廊下の長椅子で横たわっている男の方から声をかけられ「目が見えなくなっ 

        てきているのです。お隣にいた人の様子はどうですか」こんな時でも人を思い 

        やれる人間はなんとすばらしいのだろうと感動しつつも、ゆっくり聞いてあげ 

        られず名前等の聞き取りを、人工呼吸の場にドクター、まったく戦場のようで 

        した。入ってきた若いカメラマンが二人、こちらも若いドクターにすごい形相 

        で追い出されたりもしていました。    

                   新しい病院は日野原先生のお部屋が５Ｆにあり、歩いて階段を上がられます 

        のでよくご一緒になりました。食堂でもみんなと一緒、先生は当時 70 代の末 

        から 80 代のはじめでいらっしゃったでしょうか。握手をすると厚い暖かい手の 

        ひらでフワフワ、あの笑顔と同じでしたね。 

         今年定年になられる先生が居られて、二十五年ぶりに皆 

にお目にかかりました。こういう時に日野原先生はどんなにお忙しくても 

出席してくださいましたのでお姿が見られないのは残念でしたが、当時 

ご一緒した、第二の人生を歩みはじめた看護師たちのお話も興味ありました。 

辞めて二十五年経っているのに、こうして大切にして下さるドクター・看護師 

に感謝です。 

 思い出はたくさんあり、今思うと「新老人の会」の方だったのでしょう。 

案内ボランティアをおいている病院は少なく先駆けだったことと思います。 

又、売店は心休まるグッズがいろいろ。お昼休みにチャペルへ行くとピアノ 

を必ず誰かが弾いていて、随分と昔のことになりましたが、この人生のめぐり 

あわせに感謝です。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

Ｐ７ 

                            投稿 おおぜきみきえ（市川市) 
 

(上)日野原重明先生 
2017 年正月の書初め（下) 
 

 

チャペルの 
ステンドスグラス 

聖路加国際病院 
 旧館の尖塔 

聖路加国際病院 
  創始者 
トイスラ―博士 



 

                   投稿  山下利子 (長生郡） 

 
 梅雨晴れのひと日、娘につきそってもらい

上京し、車いすで水墨画を鑑賞しました。89

歳になりますが勧められて、私も「6人の曾

孫と私」というフクロウの赤ちゃんや飛び立

つ曾孫に例えた作品を描いて応募しました。

思いがけない入選の知らせをいただいたとき

は夢のようでした。展覧会では、数多くの入

選作品、招待作家、審査員の先生方の作品を

見学させていただき、すばらしさに感銘を受

けました。私の作品は未熟で恥ずかしい限り

ですが、娘も「入選を意識せず無心に描いた

のが良かったのかもね」と慰めてくれました。 

見学の後、会長の香取琴水先生がおいでくだ

さり「ぜひ続けてください」とお言葉を賜っ

たのは至福の極みでした。 

               

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

娘が昔書道を習っていました。そんなご縁も
あり、また絵を描くのも好きでしたので、翌

月から一宮教室に月 1回通っています。 
 
 しかし、昔の私を知る人は現在の私に驚か
れます。私は 52 歳から関節リュウマチを発症
し、しだいに悪くなり両上肢、両下肢が動か
ず痛みを伴いました。70代の時は痛みの激し
さで箸を持つことも、ペンを持つこともでき
ない日々となり「要介護 2」と認定され夫に
全面的に介護してもらっていました。 
 
 その夫も体調を崩して介護認定を受け、夫

婦でデイサービスに通いました。夫は逝去、
その後は一人でデイサービスに通所し、体操
訓練、ぬりえ、折り紙などをしているうち 

だんだんと指が動くようになりました。 

80歳になってから、体に合う生物学製剤の

治療に出会い奇跡的に激痛は和らいで短い

距離は歩けるまでになりました。今も治療と

共に週2回リハビリを兼ねてデイサービスで

書道、句作、腦トレ、コーラスなどを続けて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 孫娘は夫と曾孫で美術館に行ったそうで

す。また友人やコーラスの先生も墨画会展に

足を運ばれ数々の作品を鑑賞し、感動したと

のお便りをいただきました。これも鋤柄先生

のお陰と感謝しております。申し遅れました

が香取先生のおやさしさと励ましを心に刻

んでおります。 

この幸せをいつまでも忘れることなく水墨

画を楽しんでゆきたいと思います。 

 

 私が水墨画を
始めたのは、一
昨年、千葉県の
一宮町文化祭の
無料体験コーナ
ーで竹を描いて
みたことからで
す。指導して下
さったのが鋤柄
妙華先生でし
た。先生の御父
上が書道の先生
で、私、息子、 
 

 6人の孫は
外孫ばかり
ですが、時折
訪ねてくれ
るのが何よ
り嬉しゅう

ございます。 
子、孫、曾孫
19 人が私の
宝です。 

  ※国際墨画会の了承の下、同会会報掲載の入選感想文を投稿してくださいました。 

Ｐ８ 

  書斎にて 

   鋤柄妙華先生と入選作の前で 
        筆者（右) 

草
引
き
ぬ
現
の
証
拠
は
残
し
置
き 

盆
明
け
の
予
約
済
ま
せ
し
内
視
鏡 

大
腸
の
ポ
リ
ー
プ
切
除
夏
終
わ
る 

入
選
せ
し
墨
画
展
観
に
梅
雨
晴
れ
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墨
画
展
観
て
フ
ラ
ン
ス
料
理
灯
涼
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明
け
方
晴
れ
十
三
夜
の
月
西
空
に 

台
風
に
倒
れ
ど
合
歓
の
花
咲
け
り 
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下
利
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ネムの花 

ゲンノショウコ  



サークル・同好会の活動
火曜日 水曜日

午前 午後 午後
第１週 カラオケ
第２週 歌 声 吹 矢
第３週 カラオケ
第４週 歌 声 吹 矢 学ぶ会

20２０．１ ～
2020.４

活動施設の電話番号
・ 千葉市文化ｾﾝﾀｰ 043-224-8211
・ 千葉市民活動支援ｾﾝﾀｰ 043-227-3081
・ 千葉市民会館 043-224-2431
・ 四街道市文化ｾﾝﾀｰﾎｰﾙ 043-423-1618

活 動 名 開 催 日 時 場 所 世話人・(幹事)連絡先 参加費
TEL＆FAX

第２・４火曜日 千葉市文化センター６F 福澤典子(世話人） １ 回
楽しい歌声 10:00～1１：45 第２リハーサル室 047-377-1057 500円
サークル 国吉美津子(幹事）

043-241-9594
第２・４火曜日 千葉市文化センター６F 有村 長(世話人） 月額

13:30～15:30 第２リハーサル室 043-246-2981 ２，０00円
スポーツ吹矢 高橋澄江(幹事) (2回分)
サークル 043-263-5198

窪田重子(幹事)
043-256-5784

第１・３火曜日 「カラオケ館」 阿部克行(世話人) 2時間
カラオケ 13:00～15:00 千葉駅前店 043-279-4707 280円

同好会 千葉市中央区富士見 二宮菊江(幹事) ＋ワンドリン
２－４－６ 047-451-0983 ク3８0円～

TEL 043-223-6717 消費税別途
年間６回観劇(隔月)。 千葉市民会館大ホール 熊谷勝弘(世話人） 月額会費

観劇同好会 月会費2回分毎に本格 連続4日間各1回公演 043-292-5209 2,300円
的演劇を隔月に千葉で 四街道市文化センター ※ 観劇日は下記 5日間か 入会金
観ることができる。 ホール 1日1回公演 ら各自で自由に選べる。 1,000円

不定期 千葉市内、他 有村 長(世話人） 無料
歩こう会 043-246-2981

毎月第３水曜日 千葉市文化センター９F 西村保則(幹事） 無料
学ぶ会 13:３0～15:３0 千葉市民活動支援 0436-41-9419

日野原先生に学び、健 センター談話室
康で長生き、充実人生
をめざして語り合う。

申し込み方法 新たに参加を希望される方は、各サークル･同好会の世話人または幹事にお問
い合わせ下さい。 参加に先立つ見学・お試し(1回）は、観劇同好会を除いて可。 カラオケ同好会以外
は無料です。 見学・お試しの際には事前に担当世話人または幹事に日時等お問い合わせ下さい。

2020年 1月例会 劇団 シーエイティプロデュース 2020年 3月例会 劇団 こまつ座
『黄昏 たそがれ』 作 アーネスト・トンプソン 『きらめく星座』作 井上ひさし
老いや死を身近に感じ始めた老夫婦。人生の『黄昏』。 時は昭和 15 年の浅草。レコード店「オデオン座」の家族と
しかしそれは、彼らの長い人生にとっての最高の瞬間 間借り人たちは、音楽好きで仲よく暮らしていた。戦争へ
でもある。老いと家族の絆という普遍的なテーマを描 向かう世の中に振り回されながらも､生活の中に小さな喜び
いて、1978年の初演以来、世界各地で上演され続け を大切にしてきた普通の一家の行く末は･･･当時の懐かしい
ている名作戯曲｢ On Golden Pond」(邦題｢黄昏｣) 歌 13曲とともに､楽しくも深い音楽劇。
翻訳 青井陽治 1月 25日(土) 14:00 四街道文ｾ 演出 栗山民也 3月 17日(火)15:00
演出 鵜山 仁 27日(月)19:00 出演 松岡依都美 18日(水)12:30 千葉市民
出演 村井國夫 28日(火)14:00 千葉市会館 久保酎吉 (水)18:30 会館

高橋恵子 29日(水)13:30 粟野史浩 19日(木)12:00
松村雄基 他 30日(木)12:30 大鷹明良 他 20日(金)15:00四街道文セ

P 9

時刻は開演時刻

２月より日程変更 毎月第４木曜日 13:３0～15:３0



新入会員のご紹介

下記の方々が新たに入会

されました。心より歓迎致し

ます。

自彊術（じきょうじゅつ）体験会 参加費 無料

日時 2020年 2月 20日(木） １３：００～１５：００
場所 千葉市文化センター ５Ｆ 第 １ リハーサル室
指導者 荒井榮子(本会会員）
持ち物 バスタオル(マット代わり）、水分補給飲み物、タオル
その他 体を動かしやすい服装で(スカートは不可）

参加申込 担当世話人 渡邉好之 ０４３６－４１－８２５２
０９０－９３７９－６３４７

お知らせお知らせ

平山 健治 さん(千葉市)

美恵子 さん(千葉市)

志賀 優子 さん（市原市）

入会日順

第４回 「歩こう会」第４回 「歩こう会」 無料
一般の方も歓迎

野外で花を愛でながら
お食事会しましょう！

期 日 ３月２６日(木)
場 所 市原市ちはら台方面
内 容 花見
集 合 京成千原線 ちはら台駅 １０：３０
時 間 １１：００～１３：００
持ち物 昼食、飲み物、地面に敷く物

ごみ持ち帰り用袋
その他 当日雨天の場合は前日２５日９：００

迄に担当から連絡

参加申込 担当世話人 有村 長

043-246-2981 090-5769-8592

たけのこ掘り

期日 ４月２３日(木)
場所 八街市 ｢たけのこの里｣市管理施設
集合 JR総武本線 八街駅 １１：００

※車で来る人（下記：無料駐車場有り)
千葉厄除け不動尊 11.00

東金市山田1210
参加費 無料（掘ったたけのこも無料）
持ち物 長靴（運動靴でも可）包丁（皮をむい

て持ち帰る人)、弁当､飲み物、レジ
袋、持ち帰り用リュックかキャリーバッ
グ､ 軍手。（スコップは現地にありま
すが数に限り有り。車で行かれる方は
持参願います)

小雨決行 前日１８時の天気予報で判断。電話
で連絡します。

参加申込 担当 関戸裕子
０８０－１２２７－３１６６

わが家のペット 名前は カメさ～ん

投稿 高橋澄江(千葉市)

ぼくはオスの亀で「カメさ～
ん！」と呼ばれています。 千葉
市大宮の田んぼで生まれ、車道
で車にはねられそうなところを
ここん家(ち）のおばさんに助け
られてから１６年、お世話になっ
ています。

何の役にもたたない居候ですが、とてもかわ
いがってもらっています。 おばさんが仕事に行
くと、日なたぼっこ、テレビ・洗濯機の下で手足を
伸ばして寝ていますが、
おばさんが帰ってくるの
を首を長～くして待って
います。
でも、ちょっとだけおば
さんの癒やしになって
いるかな～？！ と思っ
ています。

編
集
後
記

昨
年
は
千
葉
県
は

大
変
な
災
害
を
受
け
、

年
賀
状
で
も
今
年
の

平
穏
を
願
う
言
葉
が

目
立
ち
ま
し
た
。

さ
て
、
私
た
ち
の

会
報
の
紙
面
は
お
陰

を
も
ち
ま
し
て
新
年

か
ら
会
員
皆
様
の
「
い

き
い
き
ラ
イ
フ
」
満

載
で
す
。
旅
行･

お
出

か
け
、
鑑
賞･

研
修
、

作
句･

作
画
、
各
種
執

筆
、
カ
メ
さ
ん
も
登

場
。
更
に
お
知
ら
せ

欄
に
も
続
き
ま
す
。

一･

二
ペ
ー
ジ
の
植

村
会
長
、
日
野
原
先

生
の
文
章
に
も
目
を

通
さ
れ
、
今
年
も
い

き
い
き
ラ
イ
フ
の
花

を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

熊
谷
勝
弘

中
山
眞
智

会報４号でも紹介しましたが、東洋医学をルーツとする日本初
の健康体操です。
ストレッチ、筋トレ、ヨガ、マッサージ、指圧、カイロプラクティッ

ク、呼吸法などの要素をもち、万病予防、不調改善する運動療法
とされています。 お出かけしてみませんか。

おばさんとアイ
コンタクト

おばさんの所に右手を挙
げ挨拶に来たカメさ～ん

現地は平地でよく管理されており、大変掘り
やすくなっています。 どなたも自由に参加で
きます。 八街駅からは車で現地送迎します 。

投稿募集中
投書、随筆、体験記、旅行記、
写真、短歌、俳句･川柳、
絵手紙、地域界隈の紹介(ぶ
らり散策)、わが家のペット、
私の戦争体験、お役立ち情
報、 本の紹介、その他･･･

P２にも「お
知らせ 」が
有ります。
ご覧下さい。

昨年の収穫
その一部
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日野原先生提唱の｢３つのモットー｣｢１つの使命｣｢５つの行動目標｣

日野原重明記念

「いきいきライフ 千葉」
こんな会ですこんな会です

一
○
五
歳
で
亡
く
な
ら
れ

る
直
前
ま
で
現
役
医
師
と
し
て

活
動
さ
れ
て
き
た
日
野
原
重

明
先
生
は
シ
ニ
ア
の
新
し
い
生

き
方
の
提
案
と
し
て
「
新
老
人

の
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
県
の
支
部
が

そ
れ
ぞ
れ
独
立
的
に
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
活
動
を
展
開

し
て
い
く
よ
う
な
組
織
の
改
正

が
あ
り
、
私
た
ち
も
「
新
老
人

の
会
」
千
葉
支
部
か
ら
実
際
の

活
動
内
容
に
合
わ
せ
、
会
の
名

称
を
日
野
原
重
明
記
念
「
い
き

い
き
ラ
イ
フ

千
葉
」
と
し
て
再

出
発
し
ま
し
た
。

現
在
、
日
野
原
重
明
先
生
提

唱
の
「
モ
ッ
ト
ー
」「
使
命
」「
行

動
目
標
」(

下
記)

を
も
と
に
、

「
か
ら
だ
」
と
「
こ
こ
ろ
」の
健
康

維
持
、
増
進
の
た
め
の
学
び
と

実
践
・
豊
か
な
交
流
活
動
・

社
会
貢
献
活
動
・
平
和
活
動

等
を
通
し
て｢

い
き
い
き
ラ
イ

フ｣

を
感
じ
ら
れ
る
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

一
○
○
歳
も
特
別
ま
れ
な

こ
と
で
は
な
い
時
代
に
な
っ
て

き
た
現
在
、「
い
き
い
き
ラ
イ

フ
」
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
お
互

い
進
ん
で
手
を
差
し
伸
べ
合

い
、
交
流
を
深
め
、
豊
か
な
健

康
人
生
を
送
っ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

３つのモットー ・・・日野原先生の著書から紹介
① 愛し愛されること
愛することと愛されることは、与える愛と与えられる愛と言い換えることが出来ます。
医者として、クリスチャンとして、そして音楽や執筆などの活動を通じて、僕は自分以外の誰かの
ために出来ることを考え(愛を与え)続けてきました。 そのことが、結果として、僕を愛で満たし
てくれたのではないかと思います。 （日野原先生著書 「生きていくあなたへ」から）

② 創めること
はじ

今までやったことのないことにチャレンジすること、すなわち「創める」ことは生きる意欲がわ
き出て、若返るものです。 また、私たちの体内に眠る遺伝子を揺さぶり、目覚めさせ、 思わぬ才
能を開花させるきっかけにもなります。 （日野原先生著書 「１００歳の金言」から）

③ 耐えること
変えることの出来ないものを受け入れるためには耐える力が支えとして必要です。 折れそう
な心を支え、一日一日を耐えていくことが、小さな希望の芽を育て、やがて希望と共に諦めず
に逆境を耐え抜く大きな力になっていくのです。 （日野原先生著書 「命の使い方」から）

１つの使命
子どもたちに平和と愛の大切さを伝えること。

５つの行動目標
① 自 立 よき生活習慣を身につけ、自らの健康は自ら守る。

② 世界平和 戦争体験を生かし､世界の平和の実現に寄与する。

③ 健康の発信 自らの健康に必要な知識・技術を身につけ、家族や社会に発信
する。

④ 会員の交流 会員がお互いの間に新しい友を求めるとともに、新たな自己実
現を期す。

⑤ 自然に感謝 自然への感謝とよき生き方の普及をはかる。
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入会ご希望の方は、下記事務局までお問い合わせ下さい。

入会申込み資料をお送り致します。

日野原重明記念「いきいきライフ 千葉」

会長 植村 研一 浜松医科大学名誉教授 脳神経外科医 脳卒中専門医
日野原重明先生と40年にわたり交流を重ねる

事務局 〒266-0032 千葉市緑区おゆみ野中央5-12-2
TEL&FAX 043-292-5209
ｅ-mail km.kumagai＠ipone.ne.jp
事務局長 熊谷 勝弘

日野原重明記念 「いきいきライフ 千葉」 の活動

会費
月額４００円･･･年間４，８００円(４月に一括納入)

夫婦会員制度 ご夫婦で入会されても会費は１人分

途中入会の場合、入会月に月割り会費で一括納入

※ 年度途中の退会の場合は会費の返金はありません

こんな活動をやってきています～｢いきいきライフ｣を展開中

・ 健康・医療・福祉に関する講演会＋演奏会の開催 一般にも公開

ラテンハープ アルパ

ヴィオラとピアノのデュオ

歌曲

・ 街歩き・・・「歩こう会」 年３～４回 一般の方々も参加OK

・ 食事会

・ 歴史探訪日帰りバス旅行 年２回

・ 平和の集いへの参加 「ピースフェア ｉｎ 千葉」、 有志による｢原爆の絵展｣

・ 地域別活動（県内をいくつかの地域に分けての身近な交流活動）

・ サークル活動 楽しい歌声 ・ スポーツ吹き矢 （各毎月２回）

・ 同好会 カラオケ同好会(毎月２回）

観劇同好会(本格的演劇を年６回観劇･千葉市民会館）

学ぶ会「１００歳健康を目指して」 （毎月１回）

・ その他 折り紙を楽しむ集い 、 脳活のためのタブレット使用体験会

ノルディックウォーク体験会、 自彊術（じきょうじゅつ）体験会

ヨガとアルパ（ラテンハープ）のジョイント演奏会

・ 会報の発行 ｢日野原重明記念「いきいきライフ 千葉」｣ 年5回
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